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また不適切事務
改善求める決議を可決

再
発
防
止
の
徹
底
を

　

平
成
28
年
度
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

へ
の
委
託
事
業
な
ど
で
不
適

切
な
事
務
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
た
。
決
算
審
査
で
も
、

道
路
改
良
工
事
で
新
た
に

不
適
切
な
事
務
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
う
し
た
町
政
の

緩
み
を
正
す
た
め
、
決
算
審

査
特
別
委
員
会
で
協
議
し
た

結
果
、
再
発
防
止
の
徹
底
を

求
め
る
決
議
を
行
う
こ
と
に

な
り
、
本
会
議
で
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。

不
適
切
な
事
務
処
理
に

つ
い
て
再
発
防
止
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徹

底
を
求
め
る
決
議

　

平
成
28
年
度
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
の
契
約
に
関
す

る
問
題
、
個
人
用
住
宅
等

改
善
助
成
事
業
の
事
務
処

理
に
伴
な
う
問
題
な
ど
、

町
民
の
行
政
に
対
す
る
信

頼
を
失
墜
さ
せ
る
多
く
の

事
案
が
発
覚
し
た
年
に

な
っ
た
。

　

平
成
28
年
度
決
算
審
査

で
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、

道
路
改
良
工
事
の
一
部
に
、

繰
越
明
許
を
怠
る
不
適
切

な
事
務
処
理
も
見
受
け
ら

れ
た
。

　

町
民
の
行
政
へ
の
信
頼

を
取
り
戻
す
た
め
に
も
、

今
後
二
度
と
こ
の
よ
う
な

事
案
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

改
善
努
力
、
そ
し
て
そ
の

徹
底
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

工事完了の遅れた町道

○賛否の分かれた議案
９月定例会	 ○は賛成、×は反対あるいは保留
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結　果

平成28年度大山町一般会計歳入歳出決算の
認定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成12人認定

平成28年度大山町住宅新築資金等貸付事業
特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成14人認定

核兵器禁止条約に調印することを唯一の被爆
国・日本の政府に求める意見書の提出について × ○ × ○ × × × ○ × ○ × × × × ○ 賛成５人否決

○全会一致で可決・同意の議案
８月臨時会　専決処分の承認（1件）、工事契約（1件）、補正予算（1件）
９月定例会　条例（1件）、決算認定（15件）、補正予算（8件）、工事契約（1件）、物品購入契約（1件）、

意見書（1件）、決議案（1件）
議案の採決は、杉谷洋一議長を除く15人で行います。
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